
（別紙３）

～ 令和8年3月26日

（対象者数） 27 （回答者数） 15

～ 令和8年3月26日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
利用者の声を大事にして、日々の活動を行っていく。「また
行きたい」と思ってくれる施設を目指す。

2
学校や家庭からの引継ぎを大事にする。利用者本人の様子に
注目し、適切な声掛けで安心してもらえるようにしていく。

3
些細な事でも気になる発言が利用者や保護者からあった場合
に速やかに情報共有し「知らない」スタッフがないようにす
る。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
情報収集を行い、利用者が参加できそうな活動に加われるよ
う、調整を行う。

2 面談の機会を増やし、丁寧に説明を行っていく。

3

○事業所名 放課後等デイサービスしろくま

○保護者評価実施期間 令和8年3月1日

○保護者評価有効回答数

令和8年3月15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年3月26日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

外部との交流不足
自事業所内の行事等の準備に注力してしまい、他事業所や地域
との連絡調整を行えていないこと。

書類の説明不足
送迎時等に直接対面できる保護者についての説明は出来ている
が、そうではない家庭への説明が不足している。

利用者は通所を楽しみにしてくれていること。
利用者の「やりたいこと」を事業所のできる範囲で行ってい
る。

安心感をもって通所してくれていること。
利用者のその日の気分や体調に寄り添い、活動の無理強いはし
ないようにしている。

利用者や保護者と事業所が、意思疎通が出来ていると思ってく
れていること。

連絡帳での伝達や送迎時に様子を報告し、また、ご家庭での様
子を聞き取りスタッフ間で共有するようにしている。

事業所における自己評価総括表公表


